
のキリスト教週間のご案内 
 

 
 
 
 
                                           
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
■2010 年度 夏のリトリート 

 
  2 年生以上の皆さんにはお馴染みの、そして 1 年生の皆さんには初めての
「夏のリトリート」の時期がやってきました。このリトリートでは 1 つのテーマを巡って、
グループごとに語り合いの時を持ちます。学生の皆さんはもちろん、教職員も参
加しますので、普段のキャンパスライフで交わる機会の少ない方とも交流を深め
ることができます。語り合いの場だけでなく、レクリエーションや楽しい企画も多数
用意してあります。学生生活の思い出として、一度参加してみませんか？ 
    
   テーマ 「生まれるもの・無くなるもの ～移りゆく時代～」 
   日 程／2010 年 7 月 29 日（木）～31 日（土） 2 泊 3 日 
   場 所／ホテルグリーンプラザ上越（新潟県南魚沼市） 
   費 用／12,000 円 
   〆 切／2010 年 7 月 13 日（火）まで 
 

※ リトリートに参加を希望する方で、初日（7 月 29 日・木）に授業のある方は、
申込みの際、キリスト教センターに申し出てください。 

※ 申込書はキリスト教センターにございます。 
 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

2010 年 6～7 月 

 
神を仰ぎ、人に仕う 

Ｎｏ．7 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず 悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり  アーメン 

 

 

行事・集会のご案内 

 

「ペンテコステに思ったこと」 
 

数年前、池袋の書店で当時駐日イスラエル大使であったエリ･コーヘン氏の

「日本人とユダヤ人」という本を何気なく購入した。まえがきには、「両民族の歴

史の中で、それぞれ接点をもたず固有に培われた文化、あるいは個々人の精

神性の中に、驚くような共通点があった。…私が特に興味を抱いたのは、一神

教のユダヤ教と、その対極にある八百万の神々からなる日本の神道との関係

である。それにかぎらず一見、なんのつながりもない両民族の間に、じつに広範

にわたる分野において、多くの共通点が見出せたことである。わたしにとって、

その共通性は、大いなるカルチャーショックでさえあった。」とある。敬虔なるユ

ダヤ教徒の著者は、綿綿とこの両民族の共通性を同著に綴った。 

 これは 20 年、キリスト教関連科目を担当している私にも驚きであった。一神

教と多神教の違いを基本に古代の文化、文明を語って来たからである。異文

化とは何か。 

 どの時代、どの文化においても父と子と聖霊、三位一体の神を信じる信仰

は、聖霊のはたらき以外にない。そこには、ユダヤ人もギリシア人も、日本人も

アメリカ人もない。 

 ペンテコステにそんなことを思った。 

（児童学科教授 喜田 敬）



 
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        

        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
        
      

聖学院教会祈祷会         7 月 1 日（木） イザヤ書 46 章   東野 尚志  牧師 

【毎週木曜日 18 時 30 分～19 時 30 分 於 緑聖ホールＣ室】     7 月 8 日（木） イザヤ書 47 章   菊地   順  チャプレン 

 

 
「狭い門からはいれ。滅びにいたる門は大きく、その道は広い。そして、そこからはいって行く者が多い。命にいたる門は狭く、その道は細い。そして、それを見いだす者が少ない。 」 

       （マタイによる福音書 第 7 章 13～14 節） 

年間聖句 

2010 

7 月 6 日（火） 

奨励者 山田 麻有美 
（児童学科准教授） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 秋山 真奈 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 545 番 
交読文 13（詩 46 篇） 
聖 書 ヨハネによる福音書 

  9 章 1～3 節（新約 P.153）
祈 祷 
奨 励 「信じるということ」 
祈 祷  
讃美歌 454 番 
主の祈り 
後 奏  
 

7 月 2 日（金） 

奨励者 国府田 秀行 
（ラーニングセンター特任助手） 

司会者 左近 豊 
奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 543 番 
交読文 7（詩 24 篇） 
聖 書 ローマ人への手紙 

  12 章 3～8 節（新約 P.249）
祈 祷  
奨 励 「それぞれの賜物」 
祈 祷  
讃美歌 385 番 
主の祈り 
後 奏  
 

7 月 1 日（木） 

奨励者 相川 徳孝 
（児童学科准教授） 

司会者 佐野 正子 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 541 番 
交読文 6（詩 23 篇） 
聖 書 マタイによる福音書 

  11 章 28～30 節（新約 P.17） 
祈 祷 
奨 励 「わたしの居場所」 
祈 祷  
讃美歌 452 番 
主の祈り 
後 奏  
 

7 月 8 日（木） 

奨励者 柳田 洋夫 
（人文学部副チャプレン） 

司会者 佐野 正子 
奏楽者 松本 周 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 546 番 
交読文 18（詩 67 篇） 
聖 書 詩篇 

  116 篇 1～10 節（旧約 P.851）
祈 祷 
奨 励 「魂はどこにありますか」 
祈 祷  
讃美歌 10 番 
主の祈り 
後 奏  
 

7 月 9 日（金） 

奨励者 佐野 正子 
（政治経済学部チャプレン） 

司会者 左近 豊 
奏楽者 大井 恵子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 539 番 
交読文 24（詩 100 篇） 
聖 書 マタイによる福音書 

  7 章 24～27 節（新約 P.10） 
祈 祷 
奨 励 「砂の上と岩の上」 
祈 祷  
讃美歌 304 番 
主の祈り 
後 奏  
 

6 月 30 日（水） 

奨励者 東海林 昭雄 
（日本ｷﾘｽﾄ教団 埼大通り教会牧師）  

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 相川 徳孝 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 539 番 
交読文 3（詩 8 篇） 
聖 書 詩篇 

  8 篇 1～10 節（旧約 P.754）
祈 祷 
奨 励 「人生！チンプンカンプン？」 
祈 祷  
讃美歌 322 番 
主の祈り 
後 奏  

6 月 29 日（火） 

奨励者 加藤 恵司 
（政治経済学科准教授） 

司会者 菊地 順 
奏楽者 ナイティンゲール亜衣 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 546 番 
交読文 1（詩 1 篇） 
聖 書 ローマ人への手紙 

  3 章 21～24 節（新約 P.236） 
祈 祷  
奨 励 「罪のゆるし」 
祈 祷  
讃美歌 247 番 
主の祈り 
後 奏  

7 月 7 日（水） 

奨励者 鈴木 嘉顕 
（大学事務局長） 

司会者 柳田 洋夫 
奏楽者 川添 美央子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 545(下)番 
交読文 14（詩 50 篇） 
聖 書 伝道の書 

  4 章 9～12 節（旧約 P.924） 
祈 祷 
奨 励 「力を合わせることは、 

心を合わせること」 
祈 祷  
讃美歌 381 番 
主の祈り 
後 奏  


